







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(GHQ):	How	 the	 Original	Draft	 of	 the	 Japanese	
Constitution	was	Written	in	1946	(Seibundo,	1989).
Steiner,	Kurt,	 “Postwar	Changes	 in	 the	 Japanese	Civil	
Code,”	25 Washington Law Review,	3	(1950).
　　　　,“The	 Revision	 of	 the	 Civil	 Code	 of	 Japan	
Provision	Affecting	the	Family,”	9 The Far Eastern 
Quarterly published for the Far Eastern Association,	2	
(1950).
Swann,	W.B.Jr.,	“The	self	as	architect	of	social	reality,”	In	

































































































の視座から家族法を考える」『法律時報』74 巻 9 号
（2002年）
　　　　「家族の個人主義化と法理論―家族法理論の再検
討」『法律時報』74巻9号（2002年）
野田愛子「夫婦別氏出デテ家亡ブ？」『ジュリスト』1104
号（1997年）
唄孝一『戦後改革と家族法（唄孝一・家族法著作選集第1
巻）』（日本評論社，1992年）
　　　　「選択的夫婦別氏制（1）（3）―その前史と周辺―」
『ジュリスト』1127・1129号（1998年）
　　　　「『氏』ないし『氏論議』を論ずる」水野紀子編
『家族―ジェンダーと自由と法（東北大学21世紀COE
プログラム「ジェンダー法・政策研究叢書」第6巻）』
（東北大学出版会，2006年）
樋口陽一『憲法』（創文社，1998年）
久武綾子『夫婦別姓―その歴史と背景―』（世界思想社，
2003年）
平賀健太「夫婦の氏，親子の氏」『戸籍』590号（1992年）
古野豊秋『憲法における家族―親の人権と子どもの人権』
（尚学社，2010年）
星野澄子＝井田恵子＝曾田多賀＝山近道宣＝高橋輝雄＝石
原寛＝安江とも子＝榊原富士子＝田尻和子＝松浦基之
＝長谷川正之「座談会　夫婦別氏」『自由と正義』37
巻5号（1986年）
　　　　「氏名に対する個人の権利」『ジュリスト』794号
（1983年）
増本敏子＝久武綾子＝井戸田博史『氏と家族―氏〔姓〕と
は何か―』（大蔵省印刷局，1999年）
松井茂記「自己決定権」長谷部恭男編著『リーディングス
現代の憲法』（日本評論社，1995年）
水野紀子「戸籍制度」『ジュリスト』1000号（1992年）
　　　　「夫婦の氏」『戸籍時報』428号（1993年）
　　　　「家族法の本来的機能の実現―男女共同参画社会
へ向けて」『ジュリスト』1424号（2011年）
民法改正を考える会編『よくわかる民法改正』（朝陽会，
2010年）
山本敬三「前科の公表によるプライバシー侵害と表現の自
由」『民商法雑誌』116巻4・5号（1997年）
吉田克己『現代市民社会と民法学』（日本評論社，1999年）
　　　　「家族における＜公私＞の再編」 日本法哲学会
『＜公私＞の再構成』（有斐閣，2001年）
依田精一『家族思想と家族法の歴史』（吉川弘文館，2004
年）
我妻栄『法律学全集23　親族法』（有斐閣，1961年）
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